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Abstract:

This research paper focuses on the analysis of the environmental contributions guided by the SDGs 

［Sustainable Development Goals］ in the Continental Home Group, which has a history and achievements 

as a house manufacturer rooted in Sano City, Tochigi Prefecture, and is a case study based on the environ-

mental contributions promoted by the Continental Home Group, using the 17 goals, 169 targets, and 232 

indicators under the SDGs as analytical indicators.

The study analyzed the following two parts of the issues of the SDGs: 

1 introduction and economy of Life （L'économie De La Vie）,

・green strategies in a corona pandemic,

・SDGs brand survey 2020: the Shiseido's new brand “BAUM” strategy,

・research examples of the Danone's environmental contributions,

2 environmental contributions of the Continental Home Group as a CSV ［Creating Shared Value］ com-

pany and conclusion.

キーワード： 

　 持 続 可 能 な 開 発 目 標（SDGs: Sustainable Development Goals）； 環 境 貢 献（Environmental 

Contribution）；環境経営（Environmental Management）；命の経済（L'économie De La Vie） ；共通価

値の創造／本業での社会貢献（CSV: Creating Shared Value）

産学連携論文

SDGs 企業の事例研究

―「コンチネンタルホームグループ」の環境貢献 ―

Case Studies of SDGs Companies: The Continental Home Group's 
Environmental Contributions.

Ⅰ．緒言

　SDGs ［Sustainable Development Goals（ 持

続可能な開発目標）］ は、2015 年 9 月の国連

サミットで採択され、国連加盟 193 ヶ国が

2016 年から 2030 年の 15 年間で達成するた

めに掲げた目標であり、日本では 2016 年 5

月 20 日、安倍総理が本部長を務め、すべて

の国務大臣をメンバーとし、第１回「持続

可能な開発目標（SDGs）推進本部会合」が

開催された。

　本論は、令和元年度本学公開講座（1 月

18 日）「地域創生プロジェクト : 子供たちの
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未来を考える～地域環境貢献から地球環境

貢献へ～」（コンチネンタルホーム株式会社 

齋藤 弘雄氏）での公開資料を筆頭に、栃木

県佐野市に根差したハウスメーカーとして

の歴史と実績を残し、国内唯一の「林業の 6

次産業化企業グループ」である「コンチネ

ンタルホームグループ」（図 1 参照）におけ

る「SDGs を指針とした環境貢献」の分析に

焦点を当て、SDGs の 17 の目標、169 のター

ゲット、その下の 232 の指標を分析指標（図

図 1　「コンチネンタルホームグループ」会社概要

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020)・ (https://www.contihome.com/company.html) より作成。

作成者：長江・廣澤・齋藤       4/30          01/06/2021 
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な お 、 本 研 究 は 、 令 和 ２ 年 度 佐 野 日 本 大 学

短 期 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 進

め ら れ た ( 承 認 番 号 第 2 0 - 0 1 号 ) も の で あ る 。  

 

 

ⅡⅡ .. 命命 のの 経経 済済 (( LL '' éé cc oo nn oo mm ii ee   DD ee   LL aa   VV ii ee ))  
コ ロ ナ 禍 で の 世 界 情 勢 の 激 変 を 受 け て 、 元

欧 州 復 興 開 発 銀 行 ( E B R D ） 総 裁 ジ ャ ッ ク ・ ア

タ リ （ 仏 :  J a c q u e s  A t t a l i 、 1 9 4 3 年 1 1 月 1
日 ～ ）氏 の 近 著 、『 命 の 経 済 － パ ン デ ミ ッ ク 後 、

新 し い 世 界 が 始 ま る － 』 １ が 注 目 を 集 め て い

る 。  
ジ ャ ッ ク ・ ア タ リ 氏 は 、 ミ ッ テ ラ ン 政 権 以

後 、 サ ル コ ジ 、 オ ラ ン ド 、 マ ク ロ ン 大 統 領 に

も 直 接 的 な 影 響 を 与 え る な ど 、 長 き に 渡 り 、

図 2　SDGs の導入概要

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020) より作成。

作成者：長江・廣澤・齋藤       3/30          01/06/2021

～ 」 ( コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム 株 式 会 社 齋 藤 弘

雄 氏 ) で の 公 開 資 料 を 筆 頭 に 、栃 木 県 佐 野 市 に

根 差 し た ハ ウ ス メ ー カ ー と し て の 歴 史 と 実 績

を 残 し 、 国 内 唯 一 の 「 林 業 の 6 次 産 業 化 企 業

グ ル ー プ 」 で あ る 「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ

ル ー プ 」 ( 図 1 参 照 ) に お け る 「 S D G s を 指 針 と

し た 環 境 貢 献 」 の 分 析 に 焦 点 を 当 て 、 S D G s
の 1 7 の 目 標 、 1 6 9 の タ ー ゲ ッ ト 、 そ の 下 の

2 3 2 の 指 標 を 分 析 指 標 ( 図 2 参 照 ) と す る 「 コ

ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ ル ー プ 」 の 環 境 貢 献 に

基 づ く 事 例 研 究 で あ る 。

図図 11 「「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」 会会 社社

概概 要要

出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」
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2 参照）とする「コンチネンタルホームグルー

プ」の環境貢献に基づく事例研究である。

　なお、本研究は、令和２年度佐野日本大

学短期大学研究倫理審査委員会の承認を得

て進められた（承認番号第 20-01 号）もので

ある。　

　

Ⅱ．命の経済（L'économie De La Vie）

　コロナ禍での世界情勢の激変を受けて、

元欧州復興開発銀行（EBRD）総裁ジャック・

アタリ（仏 : Jacques Attali、1943 年 11 月 1

日～）氏の近著、『命の経済－パンデミック

後、新しい世界が始まる－』１）が注目を集

めている。

　ジャック・アタリ氏は、ミッテラン政権

以後、サルコジ、オランド、マクロン大統

領にも直接的な影響を与えるなど、長きに

渡り、仏政権の中枢で重要な役割を担った

人物として知られており、フランスのみな

らず欧州を代表する経済学者、思想家、作家、

政治顧問であり、新技術開発に取り組むヨー

ロッパのプログラム EUREKA を共同設立し

た。更に非営利団体である PlaNet Finance を

設立、戦略、コーポレートファイナンス、

ベンチャーキャピタルに関する国際コンサ

ルタント会社 Attali ＆ Associates（A&A）の

責任者、並びに芸術への高い関心からオル

セー美術館の役員にも任命されている。

　ジャック・アタリ氏への日本経済新聞の

論説（論説委員長　藤井彰夫）によると、『約

1 年前、2020 年の予測は難しかった。予測

を試みた識者のうち、新型コロナウイルス

のような感染症のパンデミック（世界的大

流行）について言及した者はほとんどいな

かった。私はパンデミックが発生する恐れ

をかなり以前から警告してきたが、20 年と

言い当てることはできなかった。』とのアタ

リ氏の言葉を皮切りに『アタリ氏は「命の

経済」と呼ぶ医療や農業、クリーンエネル

ギーなどの重要性を主張している。コロナ

禍をきっかけに表面化した問題の多くは、

この感染症の出現以前から問題とされてき

たことが多い。コロナ禍は世界経済の中で

も、とりわけ、先進国の中の低所得層、貧

しい途上国を直撃している。米国のウォー

ル街や英国のシティーなど金融の中心を

襲った 08 年のリーマン危機との大きな違い

だ。地域紛争など地政学リスクも高まるな

かで、国際協調の不在は、今のコロナ禍と

の戦いで最大の脅威といってよい。』２）と結

んでいる。

　また、一橋大学教授小塩隆士教授は、本

書のポイントについて『ポイントは二つ。

一つは、ワクチンや治療薬の開発など、パ

ンデミックとの戦いに勝つこと。パンデミッ

クは、まさに私たちの命を脅かしているか

らだ。もう一つは、医療、環境、福祉、教

育など、パンデミックによってその必要性

が改めて明らかになった分野を強化するこ

と。いずれも私たちの命、生き方に直結す

る分野だが、それを最優先にする社会の構

築が必要だ。パンデミックは、それを私た

ちに再認識させてくれているではないか、

と著者は語る。このあたりの議論が、本書

で最も力のこもったところだ。しかも、そ

の「命の経済」への移行は、あくまでも民

主主義が果たさなければならない。ロック

ダウンの実施など、政府が人々の行動を直

接規制する動きが強まっている。著者は、

民主主義が後退する危険性にも警戒の目を

強めている。その民主主義は、将来の世代

の利益にも十分配慮したものでなければな

らない。「命の経済」は自分だけでなく将来

世代など他者の命も大事にする経済だから

である。議論の射程距離の長さはさすが

だ』３）と述べている。

　以上のアタリ氏の著書は、環境問題など

の研究者が理論的な拠り所とする「社会的

共通資本」の再考であるといえる。この「社

会的共通資本」とは、シカゴ大学、東京大
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学などで教鞭をとり、教え子にノーベル経

済学賞受賞者、ジョセフ・スティグリッツ

（Joseph Eugene Stiglitz、1943 年 2 月 9 日～）

コロンビア大学教授を持つ、数理経済学の

泰斗、宇沢弘文（1928 年 7 月 21 日～ 2014

年 9 月 18 日）東京大学名誉教授が提唱した

理論である。市場経済は、自然環境や制度

など市場以外の要素があって成り立ってお

り、農業や都市、医療、教育などを「社会

的共通資本」と呼び、市場原理だけに委ね

ず安定的に維持する方策を提唱したもので

ある。

　一方、コロナ後の「三散の時代」を予見

するのが、『大河の一滴』で注目を集めた、

五木寛之（1932 年 9 月 30 日～）氏である。

　五木寛之氏によれば、『1つ目の「散」は「分

散」です。今後、ありとあらゆる形で、一極

集中から分散していく傾向が強まっていくと

思います。例えば、中央政府が緊急事態宣言

を出しても、全国一斉に動くのではなく、各

都道府県の知事がそれぞれ独自の緊急体制を

指揮する姿が目立ちました。これは権力の「分

散」と言えます。「三散」の 2つ目は「拡散」

です。ウイルスの拡散はまさに現在起きてい

ることです。そして、これもすでに起きてい

ることですが、情報の拡散スピードがより速

くなっていく。・・・「逃散（ちょうさん）」

という言葉を知っていますか？これは歴史的

な用語です。中世、近世という封建時代、農

民の抵抗の仕方には 2 つあります。1 つは一

揆ですね。実力で団結し、武器を持って権力

に立ち向かう。これは誰でも知ってますね。

それに対してもう 1 つ、「逃散」というもの

がありました。こちらは文字どおり、住んで

いる土地から働き手が逃げるわけです。・・・

コロナによって起こる変化は、劇的なものだ

けじゃないんですよ。むしろ、日常生活の中

のあいさつや名刺交換、握手といった小さな

習慣の変化が繰り返されて気づいたときに大

きく変わっている。そういったことまで含め

て、コロナの後遺症は、50 年、100 年という

単位で続いていくと思います。』４）と結んで

いる。

　このコロナ禍での課題解決に関し、国際

金融公社アジア太平洋担当副総裁アルフォ

ンソ・G・モラ氏は、パンデミックに対処す

る「3 つの R」と呼ぶ救援（Relief）、再構築

（Restructuring）、弾力性がある回復（Resilient 

recovery）の駆使を前提に、『世界がアジア

太平洋地域に注目するのは、経済の回復で

大きな役割を果たすだけではない。今回の

危機で地域の多くのパラダイムが変化し、

それが世界にも影響を与えることになるか

らだ』５）と述べている。

　また、スイス金融大手のクレディ・スイ

スは、2020年12月16日「何が継続するのか？ 

新型コロナウイルスの長期的な含意」と題

したリポートで物価上昇のテールリスク化

や、グローバル化の進展がより遅くなるな

ど 10 のトレンドが加速するとの予測を公開

している。

　新型コロナ禍がもたらす 10 のトレンドと

は、①インフレはテールリスクを加速させ

る、②多国間主義の見直し、③民主主義と

独裁の共存、④国家勢力の拡大、⑤生産の

近隣回帰、⑥国や企業による監視の強化、

⑦働き方の柔軟性向上、⑧生涯学習への需

要増加、⑨不平等、⑩地方分権化であり、『イ

ンフレへの警戒は緩まる素地がそろうが、

だからこそ、何らかの要因でインフレが高

進すれば、過剰債務を抱える経済主体にとっ

て大打撃となる「テールリスク」となり得る。

グローバル化も見直しを迫られる。急速に

巻き戻しが進むわけではないとしても、供

給網の見直しを通じて、消費地の近くで生

産する「ニアショアリング（nearshoring）」

につながる。欧州ならポーランドなど東欧

諸国やトルコ、米国周辺であればカナダ、

メキシコやブラジル、アジアであればタイ

など東南アジアやインドが恩恵を受けると
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みる。・・・テクノロジーの面では、在宅勤

務や生涯教育への需要の高まりが指摘され

る。在宅勤務により「オフィスや出張に対

する需要は減少する」。生涯教育は「機械（AI・

ロボット）に勝るスキルを身につける」た

めに必要とされる。』６）と報告している。

　以下、コロナ禍での「命の経済」の先行

事例を分析して行く。

（1）コロナ禍でのグリーン戦略

　Build Back Better（BBB）、コロナ下におい

て、「よりよい復興」と訳される英語フレー

ズを耳にする機会が増えるなか、「グリーン

リカバリー」の姿勢を鮮明にしているのが、

欧州連合（EU）であり、2050 年に域内で排

出される温暖化ガスを実質ゼロにする「欧

州グリーンディール」を 2019 年 12 月の時

点で発表し、コロナ危機からの復興を目指

す共同基金において、環境保護に資する事

業を「グリーン」、環境破壊につながるビジ

ネスを「ブラウン」と色分けするタクソノ

ミー（taxonomy: 分類法）も導入するなど、

環境事業への資金誘導を巧みに進めている。

　このコロナ禍後の、「グリーンリカバリー」

に関し、国際エネルギー機関（IEA）は提言

書「サステナブルリカバリー（Sustainable 

Recovery）」で、以下の 3 つの予測を打ち出

している７）。

①今後 3 年間に再生可能エネルギーや省エ

ネ、電気自動車などの分野に年間 1兆ドル

を投資すると、世界の経済成長が年間 1.1%

増加する、

② 2023 年の全世界の国内総生産（GDP）は、

環境投資を行った場合 3.5% 増加する、

③環境投資は今後 3年間、年に 900 万人の雇

用を創出する。

　また、日本の経済産業省では2020年 10月、

「東京ビヨンド・ゼロ・ウィーク」として、

エネルギー・環境分野の６つの国際会議を

一体的に開催し、環境と成長の好循環や、

過去に排出された大気中の二酸化炭素

（CO2）削減（ビヨンド・ゼロ）への道筋に

ついて議論し、その成果を世界に広く発信

した。特に第 7 回となる 2020 年はオンライ

ン開催となり、「男女平等に焦点を当て、

COVID-19 を踏まえた『ビヨンド・ゼロ』排

出社会に向けた行動」を全体テーマに、日

本の「革新的環境イノベーション戦略」に

関連したトピックについて議論した８）。

　一方、シュローダー・インベストメント・

マネジメントは2020年 10月 19日に「グロー

バル・インサイト」を発表し、「グリーン投資」

がコロナ禍で堅調に推移する「7 つの理由」

を取り上げ、再生可能エネルギー投資が加

速している現状をレポートしている９）。

　このような動向のなか2020年 12月 24日、

2050 年の脱炭素社会の実現に向けた日本政

府計画の原案が発表され、洋上風力や水素

など 14 の重点分野を設定し、政府が明確に

中長期の目標や支援策を示すことにより、

民間企業が投資を進めやすい環境整備と高

い目標の達成につなげるとしている 10）。

　この政府のグリーン戦略は、①エネルギー

［1）洋上風力、2）アンモニア、3） 水素、4）

原子力］、②輸送・製造［5）自動車・蓄電池、

6）半導体・情報通信、7）船舶、8）物流、9）

食料・農林水産、10）航空機、11）カーボ

ンリサイクル］へと続き、本論が注目する

分野である、③家庭・オフィス［12）住宅（30

年度までに新築の排出量平均ゼロ）、13）資

源循環（バイオマスなどの活用）、14）ライ

フスタイル（地域の脱炭素ビジネス推進）］

にまたがる 14 分野である。

　次に企業マインドからの環境貢献事例に

眼を転じたい。

（2） SDGs ブランド調査 2020: 資生堂の新ブ

ランド BAUM（「SDGs」と「顧客ニーズ」へ

の対応両立を目指すブランド戦略）

　2000 年から継続し、約 2 万人を対象に



佐野日本大学短期大学　研究紀要　第 32 号　2021

6

ESG の視点から企業のブランドイメージを

聞く「環境ブランド調査」の対象範囲を従来

型の「環境（E）」、 「社会（S）」や「ガバナン

ス（G）」だけでなく、「インテグリティ（誠

実さ）」の項目を加えた 2020 年度第 1回の調

査 11）では、「トヨタブランド」の圧倒的な強

さが際立った結果となった。トヨタ自動車は、

総合第 1 位、環境では 2 位となったものの、

社会、ガバナンス、インテグリティで各 1位

となり、順位だけではなく、スコアでも圧勝

し、総合順位を示す ESG 指数で 100 を超え

たのはトヨタのみであった。（図 3参照）。

　ここでは、「SDGs」と「顧客ニーズ」への

対応両立を目指すブランド戦略である順位 8

位、資生堂の家具の端材でブランドを表現す

る「BAUM （バウム）」戦略 12）に注目したい。

 　2020 年 3 月、資生堂が発表した新しいス

キンケアブランド「BAUM」は、27 種類の

ラインアップのうち、一部の商品の容器に、

家具工場で余った木材を使用している。カリ

モク家具（愛知県東浦町）の製造工程で排出

される北海道、東北地方産のオーク端材を化

粧品の容器に活用した環境貢献事例である。

　ナチュラルコスメ領域に投入するバウム

は、「パラベン（防腐剤）やシリコーン、合

成着色料を使わず、製品の 90％以上を自然

作成者：長江・廣澤・齋藤       11/30          01/06/2021 

 

出出 典典 ::  日日 経経 EE SS GG ・・ 日日 経経 EE SS GG 経経 営営 フフ ォォ ーー ララ ムム   

特特 別別 編編 集集 版版 、、 EE SS GG bb rr aa nn dd 22 00 22 00 .. pp dd ff よよ りり 作作 成成 。。  

 

 こ こ で は 、「 S D G s 」 と 「 顧 客 ニ ー ズ 」 へ の

対 応 両 立 を 目 指 す ブ ラ ン ド 戦 略 で あ る 順 位 8
位 、 資 生 堂 の 家 具 の 端 材 で ブ ラ ン ド を 表 現 す

る 「 B A U M  ( バ ウ ム ) 」 戦 略 １ ２ に 注 目 し た い 。 
 2 0 2 0 年 3 月 、 資 生 堂 が 発 表 し た 新 し い ス キ

ン ケ ア ブ ラ ン ド 「 B A U M 」 は 、 2 7 種 類 の ラ イ

ン ア ッ プ の う ち 、 一 部 の 商 品 の 容 器 に 、 家 具

工 場 で 余 っ た 木 材 を 使 用 し て い る 。 カ リ モ ク

家 具 （ 愛 知 県 東 浦 町 ） の 製 造 工 程 で 排 出 さ れ

る 北 海 道 、 東 北 地 方 産 の オ ー ク 端 材 を 化 粧 品

の 容 器 に 活 用 し た 環 境 貢 献 事 例 で あ る 。  

 ナ チ ュ ラ ル コ ス メ 領 域 に 投 入 す る バ ウ ム は 、

「 パ ラ ベ ン （ 防 腐 剤 ） や シ リ コ ー ン 、 合 成 着

色 料 を 使 わ ず 、 製 品 の 9 0 ％ 以 上 を 自 然 由 来 の

素 材 で 作 り 」、 ブ ラ ン ド コ ン セ プ ト は 、「 樹 木

と の 共 生 」 と し 、 フ ィ ン ラ ン ド に 次 ぐ 世 界 2
位 の 森 林 大 国 、 日 本 の 象 徴 的 な 資 源 と し て 樹

木 に 着 目 し 、 樹 木 の 「 貯 水 」、「 成 長 」、「 環 境

制 御 」 と い っ た 働 き に 、 バ ウ ム が 提 供 し た い

価 値 や ナ チ ュ ラ ル と い う イ メ ー ジ を 重 ね た

図 3 ESG ブランド指数トップ 10

出典 : 日経 ESG・日経 ESG 経営フォーラム　特別編集版、ESGbrand2020.pdf より作成。

作成者：長江・廣澤・齋藤       12/30          01/06/2021 

「 S D G s 」 と 「 顧 客 ニ ー ズ 」 へ の 対 応 両 立 を 目

指 す ブ ラ ン ド 戦 略 で あ る ( 図 4 参 照 ) 。  
 
図図 44   資資 生生 堂堂 ：：「「 SS DD GG ss 」」 とと 「「 顧顧 客客 ニニ ーー ズズ 」」 へへ のの

対対 応応 両両 立立 をを 目目 指指 すす ブブ ララ ンン ドド 戦戦 略略  

 
出出 典典 ::  日日 経経 デデ ザザ イイ ンン 「「 資資 生生 堂堂 のの 新新 ブブ ララ ンン ドド

BB AA UU MM   「「 SS DD GG ss 」」 とと 「「 顧顧 客客 ニニ ーー ズズ 」」 へへ のの 対対 応応

両両 立立 」」

(( 22 00 22 00 // 00 66 // 00 11 )) hh tt tt pp ss :: // // xx tt rr ee nn dd .. nn ii kk kk ee ii .. cc oo mm // aa tt cc
ll // cc oo nn tt ee nn tt ss // 11 88 // 00 00 33 11 77 // 00 00 00 00 33 // ?? nn __ cc ii dd == nn bb pp nn xx rr __
mm ll ee dd __ mm aa ii nn ll ii nn kk よよ りり 作作 成成 。。  
 

( 3 ) 環 境 貢 献 事 例 ：「 人 ・ 自 然 重 視 の 資 本 主 義

に 」 ダ ノ ン 会 長 兼 C E O  エ マ ニ ュ エ ル ・ フ ァ

ベ ー ル 氏  
フ ラ ン ス は 2 0 1 9 年 に 新 法 を 制 定 し 、 利 益

以 外 の 目 標 を 達 成 す る 責 任 を 負 う 「 使 命 を 果

た す 会 社 」 を 新 た な 会 社 形 態 に 取 り 入 れ 、 フ

ラ ン ス の 上 場 企 業 で 新 法 第 1 号 と 認 定 さ れ た

の が 仏 食 品 大 手 ダ ノ ン 社 で あ る 。  
ダ ノ ン 社 エ マ ニ ュ エ ル ・ フ ァ ベ ー ル 会 長 兼

最 高 経 営 責 任 者 ( C E O ) に 、 目 指 す 会 社 像 や ウ

ィ ズ コ ロ ナ の 時 代 の 経 営 に つ い て 取 材 し た 日

本 経 済 新 聞 社 に 対 し て 、 6 月 の 同 社 株 主 総 会

で 定 款 変 更 が 認 め ら れ 、「 使 命 を 果 た す 会 社 」

と し て の 今 後 の 方 針 を 回 答 し て い る １ ３ 。  
① 『 定 款 に E S G （ 環 境 ・ 社 会 ・ 企 業 統 治 ）

図 4 資生堂：「SDGs」と「顧客ニーズ」への対応両立を目指すブランド戦略

出典 : 日経デザイン「資生堂の新ブランド BAUM　「SDGs」と「顧客ニーズ」への対応両立」(2020/06/01)

https://xtrend.nikkei.com/atcl/contents/18/00317/00003/?n_cid=nbpnxr_mled_mainlink より作成。
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由来の素材で作り」、ブランドコンセプトは、

「樹木との共生」とし、フィンランドに次ぐ

世界 2 位の森林大国、日本の象徴的な資源

として樹木に着目し、樹木の「貯水」、「成長」、

「環境制御」といった働きに、バウムが提供

したい価値やナチュラルというイメージを

重ねた「SDGs」と「顧客ニーズ」への対応

両立を目指すブランド戦略である（図 4 参

照）。

（3）環境貢献事例：「人・自然重視の資本主

義に」ダノン会長兼 CEO エマニュエル・

ファベール氏

　フランスは 2019 年に新法を制定し、利益

以外の目標を達成する責任を負う「使命を

果たす会社」を新たな会社形態に取り入れ、

フランスの上場企業で新法第 1 号と認定さ

れたのが仏食品大手ダノン社である。

　ダノン社エマニュエル・ファベール会長

兼最高経営責任者（CEO）に、目指す会社

像やウィズコロナの時代の経営について取

材した日本経済新聞社に対して、6 月の同社

株主総会で定款変更が認められ、「使命を果

たす会社」としての今後の方針を回答して

いる 13）。

①『定款に ESG（環境・社会・企業統治）に

関連する新たな 4つの目標を盛り込んだ。

　　1）製品を介した健康の改善、2）地球資

源の保護、3）将来を社員と形成すること、

4）包摂的な成長であり、取締役のメンバー

はこれらの目標に対して責任を負う』、

②『外部の有識者や従業員の代表からなる

10 人の独立した「ミッション委員会」が

取締役会を監督し、目標を達成できていな

ければ改善を迫る。株主とそれ以外のス

テークホルダー（利害関係者）に対する価

値創造のバランスをどう取るか指針を示す

役割を担う』、

③『新型コロナウイルスの世界的な流行は、

ステークホルダー資本主義を加速させてい

る。企業は従来のビジネス慣行の枠を超え、

健康や市民について考えるようになった。

「使命を果たす会社」になったことで、ス

テークホルダー資本主義の時代に繁栄でき

るようになると考えている』という 3つの

重点改革を述べた後、『「目指す会社像を一

言で表すと何でしょう」との質問に対し、

「サーブ・ライフ（生命に尽くす）だ。社

会があり、経済活動をした結果、お金が回

るという考え方ではない。まず自然があり、

経済を回すときには中心にお金ではなく人

間がいる。製品を作るには植物や土、水な

どの自然が必要だ。ここに製品を買ってく

れる消費者のほか、製品を作る人、運ぶ人、

販売する人がいる。すべての生命を支え、

尽くす会社になる」との回答に加え、「大

量生産の限界と循環型社会への移行」』を

示唆した。

　　次に、本論の主題となる「コンチネンタ

ルホームグループ」の環境貢献に基づく事

例研究に移りたい。

                   

Ⅲ．CSV 企業としての「コンチネンタルホー

ムグループ」の環境貢献

　企業貢献に関わる従来型の CSR（Corporate 

Social Responsibility: 企業の社会的責任）活

動は、①自社の事業が環境・社会に及ぼす悪

影響を知る、②自社の事業が環境・社会に及

ぼす悪影響の除去・改善、③ステークホルダー

への企業価値の向上という３つのミッション

のもと、本業以外での企業プロボノ（企業の

専門的スキル・組織知を活かした社会貢献）、

フィランソロピー、メセナ、ボランティア、

寄付等に代表される活動である。

　一方、企業戦略の大家であるハーバード大

学マイケル・E・ポーター（Michael ・E・

Porter、1947 年 5月 23 日～）教授によると従

来型の CSR は、企業の経営戦略とは直接的

な結びつきが希薄であった点に論究し、戦略

的な CSR［社会的課題の解決と競争力向上を
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同時に実現する経営戦略］としての CSV

（Creating Shared Value: 共通価値の創造／本業

での社会貢献）を提唱したのである 14）。

　この CSV は、企業にとって経営戦略の一

つとして認識され、本業に即した形で社会

的課題を解決する取り組みであり、①社会

的課題を解決するプロタクトの開発・販売、

②バリューチェーンでの競争力強化と社会

貢献の統合、③事業活動地域での事業基盤

強化と地域貢献の統合という３つの重要な

ミッションを内在する概念であり、現在、

ネスレが世界で初めてCSV の概念を導入し、

グローバル展開した企業とされる。

　以下、CSV 企業としての「コンチネンタル

ホームグループ」の環境貢献分析に論及する。

　

（1） 「コンチネンタルホームグループ」の企

業理念

　「コンチネンタルホームグループ」は、

1977 年の創業以来、「住宅事業は地域に密着

し、地域と共に成長すべきである」という

理念のもと、対象地域を地元に限定し、地

域の風土や文化に適した住まいを開発・提

供してきた。

　また、顧客やサプライチェーンでの信頼

を構築し、現在までの施工実績は 1 万棟を

超え、2017 年には、地域密着を更に推し進め、

地産地消による地域環境貢献を目指し、地

元の森の木の製材会社である「渡良瀬林産

株式会社」を設立した。

　同時に、「地元の森の木の適切な利用、植

林、育成という森の循環を主眼に、森の健

全化、水源の涵養、土砂崩れや洪水等の災

害の防止に貢献し、子どもたちを守り、未

来の世代に向けての良質な環境を作る」こ

とを骨子とする「渡良瀬川流域構想」を発表、

併せて、地元の森への関与をより深めるこ

とを狙いに、地元の森林の所有や管理を行

う「渡良瀬森林開発株式会社」を設立した

のである。

　このように「コンチネンタルホームグルー

プ」は、家づくりを行う「コンチネンタルホー

ム」を中心に、森を管理・育成する「渡良

瀬森林開発」、育った木を製材する「渡良瀬

作成者：長江・廣澤・齋藤       16/30          01/06/2021 

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) よよ りり 作作 成成 。。  

 
 以 上 の よ う に 「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ ル

ー プ 」 は 、 木 造 住 宅 会 社 「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ

ー ム （ 本 社 栃 木 県 、 1 9 7 7 年 設 立 、 累 積 売 上 げ

棟 数 1 0 , 5 0 0 棟 ）」と 木 材 関 連 の 流 通 を 行 う「 エ

ヌ ケ ー ケ ー 株 式 会 社 （ 本 社 栃 木 県 、 1 9 9 0 年 設

立 ）」 に 加 え 、 新 た に グ ル ー プ 会 社 と し て 北 関

東 及 び 信 越 地 域 で 産 出 さ れ る 原 木 の 製 材 を 行

う 「 渡 良 瀬 林 産 株 式 会 社 ( 本 社 栃 木 県 、 2 0 1 6
年 設 立 ) 」 と 林 業 及 び 森 林 管 理 を 行 う 「 渡 良 瀬

森 林 開 発 株 式 会 社 ( 本 社 栃 木 県 、 2 0 1 9 年 設

立 ) 」 を 設 立 し 、 製 材 工 場 の 新 設 等 に 約 1 9 億

円 の 投 資 を 行 っ た 。  
 以 下 、 5 社 構 成 で の 「 環 境 貢 献 の 強 み 」 と

し て の 特 徴 を 列 挙 す る 。  
① 「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム 」 及 び 「 コ ン チ

ネ ン タ ル ホ ー ム 不 動 産 」  
2 0 1 6 年 時 点 で の 地 域 産 材 利 用 率 は 1 0 ％ 程

度 で あ っ た が 、 2 0 1 9 年 に 地 域 産 材 利 用 の 新 商

図 5 「コンチネンタルホームグループ」の企業理念

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020) より作成。
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林産」、木材を流通する「エヌケーケー」、

不動産を扱い地域を発展させる「コンチネ

ンタルホーム不動産」の 5 社構成から環境

貢献を実践する企業グループである（図 5

参照）15）。

　以上のように「コンチネンタルホームグ

ループ」は、木造住宅会社「コンチネンタ

ルホーム（本社栃木県、1977 年設立、累積

売上げ棟数 10,500 棟）」と木材関連の流通を

行う「エヌケーケー株式会社（本社栃木県、

1990 年設立）」に加え、新たにグループ会社

として北関東及び信越地域で産出される原

木の製材を行う「渡良瀬林産株式会社（本

社栃木県、2016 年設立）」と林業及び森林管

理を行う「渡良瀬森林開発株式会社（本社

栃木県、2019 年設立）」を設立し、製材工場

の新設等に約 19 億円の投資を行った。

　以下、5 社構成での「環境貢献の強み」と

しての特徴を列挙する。

①「コンチネンタルホーム」及び「コンチ

ネンタルホーム不動産」

　2016 年時点での地域産材利用率は 10％

程度であったが、2019 年に地域産材利用

の新商品「彩音」及び「100 年構想住宅」

を発売した結果、2019 年 4 月から 8 月ま

での受注では、52％増となり、同時に、

太陽光搭載住宅、ゼロエネルギー住宅の

強化及び企業ブランド力の持続性が高く

評価され、地域の安全と健康に貢献する

まちづくりに邁進している。

②「エヌケーケー株式会社」

　2019 年度の栃木県産材の流通量を

4,000m3 と見据え、同時に渡良瀬川流域材

のブランド化を進めている。また、渡良

瀬林産で生産されたラミナーを集成材に

加工するとともに、自社制作の集成材の

端材を回収し、リサイクル集成材として

活用している。

③「渡良瀬林産株式会社」

　渡良瀬林産の最大使用木材量は年

27,000m3、製材量は年 13,500m3 と栃木南

部地域でトップクラスである。創業 3 年

目の 2019 年は、栃木県産材の使用木材量

を 15,000m3、製材量は 7,800m3 を見込ん

でいる。また、樹皮や端材やおが屑に関

しては、エヌケーケーでの流通や乾燥炉

等での「バイオマス利用」を実施した結果、

「ゼロエミッション」を実現している。

④「渡良瀬森林開発株式会社」

　2020 年より森林の購入と森林管理を開

始し、現時点の所有森林面積は30ヘクター

ルである。また、地域の林業会社とのパー

トナーシップも進めている。

⑤「グループ全体」

　「地域産材共生モデル」へ参加する林業

会社の拡大と未来の環境や森林業務の担

い手の育成を進めている。現状の参加企

業は林業で 9 社であり、木育の受講者は、

現在約 200 人、年間で 300 人を目指して

いる。

（2） 「コンチネンタルホームグループ」にお

ける「林業の 6次産業化」

　「コンチネンタルホームグループ」は、地

元の森を守り育てる「渡良瀬川流域構想」

を基盤に、林業（1 次産業）、製材業（2 次

産業）、住宅建築業（2 次産業）、流通業（3

次産業）、不動産業（3 次産業）を包括する、

国内において唯一と言える「林業の 6 次産

業体制」を構築すると共に、「高性能で強靭

な住宅」を基本に、省エネ、再生エネルギー

利用、超高齢化社会対応及び北関東の気候

風土に適応した住宅の研究開発を進め、6 次

産業体制の強みと併せて、地元木材を利用

した「極上の国産材 100％の家」、「100 年構

想住宅」と「ゼロエネルギー住宅」などを

開発・販売している。

　今後、「林業の 6 次産業体制」を更に強固

なものとし、地域と共に成長するため、現在、

「コンチネンタルホームグループ」の新たな
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企業理念として、“より良い「住まい」と「ま

ち」と「暮らし」を創造する「地域環境貢

献企業」”を掲げている（図 6 参照）。

（3） 「コンチネンタルホームグループ」にお

ける SDGs の導入と SDGs 宣言

　今回導入された SDGs（持続可能な開発目

標）は、今まで「コンチネンタルホームグルー

プ」が進めてきた「地域密着経営」、「地産

地消」、「地域環境貢献」の指針となりえる

目標である。

　社会、市場、技術が大きく変化し、いつ、

何が起きるか分からないリスクに満ちた時

代においては、「企業は社会の変化と要請を

的確に把握し、リスクを軽減すると共に、

社会が直面している課題をビジネスチャン

作成者：長江・廣澤・齋藤       18/30          01/06/2021 

住 宅 建 築 業 （ 2 次 産 業 ）、 流 通 業 （ 3 次 産 業 ）、

不 動 産 業 （ 3 次 産 業 ） を 包 括 す る 、 国 内 に お

い て 唯 一 と 言 え る 「 林 業 の 6 次 産 業 体 制 」 を

構 築 す る と 共 に 、「 高 性 能 で 強 靭 な 住 宅 」 を 基

本 に 、 省 エ ネ 、 再 生 エ ネ ル ギ ー 利 用 、 超 高 齢

化 社 会 対 応 及 び 北 関 東 の 気 候 風 土 に 適 応 し た

住 宅 の 研 究 開 発 を 進 め 、 6 次 産 業 体 制 の 強 み

と 併 せ て 、 地 元 木 材 を 利 用 し た 「 極 上 の 国 産

材 1 0 0 ％ の 家 」、「 1 0 0 年 構 想 住 宅 」 と 「 ゼ ロ

エ ネ ル ギ ー 住 宅 」な ど を 開 発 ・ 販 売 し て い る 。  
今 後 、「 林 業 の 6 次 産 業 体 制 」 を 更 に 強 力

な も の と し 、 地 域 と 共 に 成 長 す る た め 、 現 在 、

「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ ル ー プ 」 の 新 た な

企 業 理 念 と し て 、“ よ り 良 い 「 住 ま い 」 と 「 ま

ち 」 と 「 暮 ら し 」 を 創 造 す る 「 地 域 環 境 貢 献

企 業 」” を 掲 げ て い る ( 図 6 参 照 ) 。  
 
図図 66   「「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」 のの

SS DD GG ss 達達 成成 のの 指指 針針 とと 「「 林林 業業 のの 66 次次 産産 業業 体体 制制 」」   

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) ・・   

作成者：長江・廣澤・齋藤       20/30          01/06/2021 

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) よよ りり 作作 成成 。。  

 
こ の 具 体 的 な S D G s 導 入 指 針 と し て 、「 コ ン

チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ ル ー プ 」 で は 、 企 業 理 念

で あ る “ よ り 良 い 「 住 ま い 」 と 「 ま ち 」 と 「 暮

ら し 」 を 創 造 す る 「 地 域 環 境 貢 献 企 業 」” と し

て の 活 動 こ そ が 「 S D G s 達 成 」 へ の 道 で あ り 、

ま た 、「 持 続 的 成 長 の 源 泉 」 で あ る と の 認 識 か

ら 、 地 域 社 会 か ら の 要 請 を 的 確 に 把 握 し 、 課

題 に 真 正 面 か ら 取 り 組 ん で 行 く こ と で 、 大 切

な 社 会 共 通 資 本 で あ る 森 や 河 川 、 空 気 や ま ち

を 、 次 世 代 の 子 ど も た ち に 、 よ り 豊 か な 自 然

の 姿 を つ な い で 行 く 貢 献 と 、 地 域 社 会 か ら 必

要 と さ れ る 会 社 で あ り 続 け る こ と を ミ ッ シ ョ

ン と し て 、 ① 「 私 た ち の 森 を 健 康 に し 、 水 を

守 る 」、 ② 「 私 た ち の 住 ま い と ま ち を 、 よ り 安

全 に 暮 ら し や す く す る 」、 ③ 「 資 源 と エ ネ ル ギ

ー 消 費 を 削 減 す る 」、 ④ 「 地 域 パ ー ト ナ ー シ ッ

プ を 推 進 す る 」 と の 4 点 か ら S D G s 宣 言 を 推

進 し て い る ( 図 8 参 照 ) 。  

図 6 「コンチネンタルホームグループ」の SDGs 達成の指針と「林業の 6 次産業体制」

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020)・ (https://www.contihome.com/sdgs.html) より作成。

図 7 「コンチネンタルホームグループ」における SDGs の導入

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020) より作成。
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スと捉え、積極的に探索し、真正面から取

り組む姿勢と行動が重要である」という戦

略的視点から、SDGs の基本思想は、「コン

チネンタルホームグループ」においても最

重要な課題解決であり、「いつまでも社会が

必要とする会社であり続ける」ための基本

であるとの意思決定に至り、蓄積してきた

「40 年間、1 万棟を超える住宅の供給」といっ

た実績を基盤に、地元の森を基盤とする「林

業の 6 次産業体制」の強化及び「地域の課

題に、より的確に応えるための高性能住宅

の進化」など地域環境貢献企業としての目

標を実現するため、SDGs の導入に踏み切っ

たのである。

　現在、「コンチネンタルホームグループ」

では、SDGs 達成貢献を指標・羅針盤とし、「林

業の 6 次産業体制」の強化を目指すと共に、

日本政府の目標である「SDGs アクションプ

ラン 2019」の達成に貢献し、「企業理念の実

現に向けての活動強化」、「企業の持続的成

長」及び「SDGs を軸にした企業文化の形成」

を目指している（図 7 参照）。

　この具体的な SDGs 導入指針として、「コ

ンチネンタルホームグループ」では、企業

理念である“より良い「住まい」と「まち」

と「暮らし」を創造する「地域環境貢献企業」”

としての活動こそが「SDGs 達成」への道で

あり、また、「持続的成長の源泉」であると

の認識から、地域社会からの要請を的確に

把握し、課題に真正面から取り組んで行く

ことで、大切な社会共通資本である森や河

川、空気やまちを、次世代の子どもたちに、

より豊かな自然の姿をつないで行く貢献と、

地域社会から必要とされる会社であり続け

ることをミッションとして、①「私たちの

森を健康にし、水を守る」、②「私たちの住

まいとまちを、より安全に暮らしやすくす

る」、③「資源とエネルギー消費を削減する」、

④「地域パートナーシップを推進する」と

の 4 点から SDGs 宣言を推進している（図 8

参照）。

（4） 「コンチネンタルホームグループ」の

SDGs 達成目標（KPI）と実績

　「コンチネンタルホームグループ」では、

SDGs 達 成 に 向 け て の 目 標（KPI: Key 

Performance Indicator）を定め、森林資源を

持続的に利用できるよう、様々な取り組み

作成者：長江・廣澤・齋藤       21/30          01/06/2021 

 
図図 88   「「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」 のの

SS DD GG ss 宣宣 言言   

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) よよ りり 作作 成成 。。  

 
( 4 )  「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ ル ー プ 」 の

S D G s 達 成 目 標 （ K P I ） と 実 績  
「 コ ン チ ネ ン タ ル ホ ー ム グ ル ー プ 」 で は 、

S D G s 達 成 に 向 け て の 目 標 ( K P I :  K e y  
P e r f o r m a n c e  I n d i c a t o r ) を 定 め 、 森 林 資 源 を

持 続 的 に 利 用 で き る よ う 、 様 々 な 取 り 組 み を

行 っ て い る ( 図 9 ・ 図 1 0 参 照 ) 。  
 
図図 99   「「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」 のの

SS DD GG ss 達達 成成 目目 標標 （（ KK PP II ）） とと 22 00 11 99 年年 度度 実実 績績 等等  
 

図 8 「コンチネンタルホームグループ」の SDGs 宣言

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020) より作成。



佐野日本大学短期大学　研究紀要　第 32 号　2021

12

を行っている（図 9・図 10 参照）。

　一方、この 2019 年度 KPI 実績と 2020 年

度目標、2030 年度目標についての検証結果

として、以下の 4 点の改善点を掲げ、その

改善に邁進している。

① KPI が未達成となった「エヌケーケー株

式会社」では、未達成の原因となった「遅

延していた集成材ラインでの機器入れ替

え」も終了し、栃木県産材のヒノキ集成

材の出荷が 2020 年 5 月からスタートして

いる。

②「コンチネンタルホーム株式会社」は

2020 年 5 月より、構造躯体のうち柱、梁・

桁を「エヌケーケー株式会社」が出荷す

る栃木県産材のヒノキ集成材に変更し、

これにより栃木県産材使用比率が 75％を

超える見込みである。

③「渡良瀬森林開発株式会社」の森林購入

も順調に進み、「渡良瀬林産株式会社」が

作成者：長江・廣澤・齋藤       22/30          01/06/2021 

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) ・・   
(( hh tt tt pp ss :: // // ww ww ww .. cc oo nn tt ii hh oo mm ee .. cc oo mm // ss dd gg ss .. hh tt mm ll )) よよ

りり 作作 成成 。。  
 

図図 11 00   KK PP II 以以 外外 のの 活活 動動 目目 標標   

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) ・・   
(( hh tt tt pp ss :: // // ww ww ww .. cc oo nn tt ii hh oo mm ee .. cc oo mm // ss dd gg ss .. hh tt mm ll )) よよ

りり 作作 成成 。。  

作成者：長江・廣澤・齋藤       22/30          01/06/2021 

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) ・・   
(( hh tt tt pp ss :: // // ww ww ww .. cc oo nn tt ii hh oo mm ee .. cc oo mm // ss dd gg ss .. hh tt mm ll )) よよ

りり 作作 成成 。。  
 

図図 11 00   KK PP II 以以 外外 のの 活活 動動 目目 標標   

 
出出 典典 ::  「 ココ ンン チチ ネネ ンン タタ ルル ホホ ーー ムム ググ ルル ーー ププ 」」

提提 供供 資資 料料 (( 22 00 22 00 )) ・・   
(( hh tt tt pp ss :: // // ww ww ww .. cc oo nn tt ii hh oo mm ee .. cc oo mm // ss dd gg ss .. hh tt mm ll )) よよ

りり 作作 成成 。。  

図 9 「コンチネンタルホームグループ」の SDGs 達成目標（KPI）と 2019 年度実績等

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020)・ (https://www.contihome.com/sdgs.html) より作成。

図 10 KPI 以外の活動目標

出典 : 「コンチネンタルホームグループ」提供資料 (2020)・ (https://www.contihome.com/sdgs.html) より作成。
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仕入れる丸太も栃木県産材ヒノキが増加

傾向にある。

④ 2020 年度には、「渡良瀬森林開発株式会社」

が地域の山林を購入し、その森林で伐採さ

れたヒノキ・スギ丸太が「渡良瀬林産株式

会社」で製材され、その製材された木材が

「エヌケーケー株式会社」で集成材に生ま

れ変わり、「コンチネンタルホーム株式会

社」の柱、梁・桁等で使用されて行くとい

う、「林業の 6 次産業体制」の基盤強化を

筆頭に、「コンチネンタルホームグループ」

が目指す「地域環境への循環的な貢献」の

具現化が着実に進んでいる。

Ⅳ．結言

　「三密」から「三散」へと変容するコロナ

禍という制約条件のなかで推し進められた

「リモートワーク、自動化・自律化、その“見

え る 化 ” と い う「DX（Digital 

Transformation: デジタルトランスフォー

メーション）化」へのイノベーションは、

更に加速化されるものと想定されるなか、

DX 化への 3 つの課題が指摘されている。

　第 1 の課題は「俊敏性をはき違えている

日本企業が多い」点であり、人工知能（AI）

やビッグデータなどの最新技術を必須とす

る変革に関し、旧 IT（情報技術）部門にそ

の重責を負わせ、DX 推進室を新設するだ

けの経営者が多いという点である。

　第 2 の課題は「生産性向上の課題解決を

非正規雇用制度に頼りすぎる」点であり、

日本国内における生産性向上と効率化の施

策に関し、現在、必要とされる DX 専門家

の不在問題が顕在化している。

　第 3 の課題は「自分でアイデアを生み出

し、実現できる社員が少ない」点であり、「イ

ノベーターとは、直面している社会の大き

な変化を認知し、自らの組織がデジタル技

術を駆使することにより、どの様に社会課

題を解決するか、そのために社員の中から

候補者を選び、イノベーターを育成するた

めのプログラムを探索し、トレーニングを

計画的に受けさせる努力が必要である」と

指摘するのが、NPO 法人 CeFIL（東京・中央）

の理事を務め、デジタルビジネス・イノベー

ションセンター（DBIC、同）の共同創設者

でもある西野弘氏の見解である 16）。

　また、2018 年 5 月、経済産業省・有識者

による「デジタルトランスフォーメーショ

ンに向けた研究会」を端緒として、同年に

DX レポートやガイドラインが立て続けに

発表されるなど、DX の注目度が国家規模

に拡大し、コロナ禍で更に加速化されたも

のの、経済産業省が作成したデジタルトラ

ンスフォーメーション（DX）指標を用い、

大企業など約 220 社が自己診断したところ、

9 割超の企業の対応が足元で不十分である

との診断結果となり、同省の有識者会議が

近くまとめる報告書で公表するとしており、

この報告書では「今すぐ企業文化を変革で

きない企業はデジタル競争の敗者の道を歩

む」と警鐘を鳴らしている 17）。

　以上の DX 化への移行問題に関し、今後、

B［企業：business］ to C［顧客：Consumer］ 

to  BP［ ビ ジ ネ ス プ ラ ッ ト フ ォ ー ム：

business platform］の構築による顧客満足の

最適化問題が重要な課題解決であると考え

ている。

　コロナ禍後、「社会的共通資本」の再考が

促され、五木寛之氏が指摘したように「人

生 100 年時代」という長期スパンでの変革

に対応する「価値協創」を目標に、DX 化

の検討や導入が今まで以上に加速して行く

なか、①課題解決領域（ICT/IoT を活用した

新たな現場改善・生産性向上）　⇒　②最適

化領域（ICT/IoT を活用した工場全体最適化・

サプライチェーン改革） 　⇒　③価値創造

領域（ICT/IoT 時代の事業創造・事業戦略）

へとシフトする「DX 化の推進」を考える

上でも、日本能率協会コンサルティング
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（JMAC）が提唱している、以下の「IoT7 つ

道具」は「DX 化への改善指針」としての

フレームワークとなり得ると考える。

　

「IoT7 つ道具」

① L（位置：Location）人やモノを追跡

　人・モノ・荷役機器などの所在や導線把握

② O（作業：Operation）人の働き方に注目

　作業や動作の認識・測定

③ S（場面：Situation）その瞬間を記録

　不良や故障など発生時の状態・状況把握

④ C（数量：Count）自動で数え上げ

　出来高・不良・仕掛在庫などの数量把握

⑤ H（危険：Hazzard）危険をナレッジ化

　危険場所警告や不安全行動の認識

⑥ A（稼働：Availability）レトロフィット

　設備や機器の稼働・不稼働把握

⑦ Q（品質：Quality）スマート品質記録

　品質測定や品質状態の把握

　また、イノベーションの推進に関しては、

コマツ会長が実践し、通常のバイオマス発電

の効率（20 ～ 30%）を熱利用と併用するこ

とにより発電効率 70% 以上を達成したイノ

ベーション手法である「SLQDC の優先順で

のイノベーション」が参考となる 18）。

　このイノベーション手法は、① S（Safety:

安全健康［心身］の維持）　⇒　② L（Law:

環境や法律、ビジネスルールの遵守［コンプ

ライアンス］） 　⇒　③ Q（Quality: 品質と信

頼性の維持向上） 　⇒　④ D（Delivery: 適切

な納期の設定と遵守） 　⇒　⑤ C（Cost: コス

トの継続的改善）という優先順でのイノベー

ションの具現化・効率化である 19）。

　最後に、国内唯一の「林業の 6次産業化企

業グループ」であり、「命の経済」を担う、

CSV 企業「コンチネンタルホームグループ」

の更なるイノベーション 20）に期待し、本論

を閉じることとする。
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Economics Trends　編集委員　小平龍四
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年から 10 年連続の知財首位を独占し、水
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の韓国や米国、ドイツを引き離し、01 年

から知財首位を維持している。
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や「エネルギーシフト」に対する投資は

堅調に推移している。 2021 年以降に執行

されるＥＵ復興基金では「クリーンパ

ワー」、「水素エネルギー」など環境改善

投資に対する大幅な予算投下が計画され、

中国や韓国といったアジア地域でもエネ

ルギーセクターを対象とした新規インフ

ラ投資や電気自動車などの普及に向けた

手厚い支援が計画されている。

　　シュローダー特別レポート「コロナ禍

で加速したグリーン投資、ポストコロナ

の投資のヒント」（2020/10/19 18:18）以下
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対応両立」（2020/06/01）以下参照 https://
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資本主義に　ダノン会長兼 CEO エマニュ

エル・ファベール氏」（2020/8/8 23:00）

以 下 参 照　https://www.nikkei.com/article/

DGXMZO62476050Y0A800C2SHA000/。

14）CSV とは、マイケル・ポーター教授の

2011 年の論文「共通価値の戦略」におい

て提唱された概念であり、「経済的価値を

創造しながら、社会的ニーズに対応する

ことで社会的価値も創造する」というア

プローチである。一方、「近代マーケティ

ングの父」と称される、ノースウエスタ

ン大学経営大学院コトラー（Philip Kotler、

1931 年 5 月 27 日～）名誉教授にも、「社

会的責任のマーケティング」という、事

業の成功と CSR の両立についてマーケ

ティングの視点から考察をした著作もあ

る、以下参照。

　　P. コトラー、N. リー「社会的責任のマー

ケティング―『事業の成功』と『CSR』
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15） 以下、５社の強みと理念を列挙する（参

照 https://www.contihome.com/sdgs.html）。

① 「コンチネンタルホーム株式会社」：日本

の未来を考える家づくり（100％国産材の

「日本の家」・人生 100 年時代を見据えて）、

② 「渡良瀬森林開発株式会」社 : 「ふるさと
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の森」を次世代へ、

③ 「渡良瀬林産株式会社」: 国産材に特化し

た最新技術搭載の新工場（FM 認証（森林

管理の認証）を受けた森林から産出され

た木材を適切に管理・加工していること

を認証する「Coc 認証（加工・流通過程

の管理の認証）」の取得を目指し、関東地

方北部や信越の森で育った極上の木を素

材として良質な木材を生産する）、

④ 「エヌケーケー株式会社」: 品質の高い集

成材を生産、
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DGXZQODF257DN0V21C20A2000000。

18）アップルはすでに自社での消費電力は、

すべて再生エネルギーでまかなっており、

サプライヤーに対しても同様の取り組み

を促し、省エネの支援投資も実施してい
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DGXMZO62386720W0A800C2000000/。

19）日本経済新聞電子版2020/12/24  2:00「イノベー

ション生む「SLQDC」、行動の優先順位を明確

に :経営者ブログ 大橋徹二 コマツ会長」（以下

参 照 https: / /www.nikkei .com/art icle/

DGXZQODZ15B5O0V11C20A2000000）。

20）野村不動産アーバンネットは、ウェブ
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ン商談、来場を組み合わせ、成約率 3 倍

を達成している。
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